
令和7年度横浜市地域ケアプラザコーディネーター共通研修〈実践編〉

共生社会に向けて　地域が育む　次世代を担う子ども・若者
～コーディネーターとして戦略と戦術をもって、地域に活きる効果的な取り組みを生み出す～

子ども・若者が諦めない未来！
共に生きる地域づくりを！

経験おおむね5年以上の
地域活動交流コーディネーター、
生活支援コーディネーター

対　象

令和8年2月10日（火）　9：30～17：00日　時

必要事項を記入の上、
WEBフォームまたはEメールよりお申し込みください

申込方法

申 込 先

令和8年2月2日（月）
※締切以降も空きがあれば継続して申し込みを受付ます
※定員に余裕があれば他職種、経験年数に満たなくても受講可能　要問合せ

申込締切

30名定　員 無料参加費

大阪公立大学
現代システム科学研究科社会福祉学分野
教授　伊藤 嘉余子 氏

講　師

ウィリング横浜 11階多目的室会　場
横浜市港南区上大岡西１丁目６－１　ゆめおおおかオフィスタワー内
京浜急行／市営地下鉄ブルーライン「上大岡」駅徒歩３分
https://www.yokohamashakyo.jp/willing/access/

〈講師プロフィール〉大阪公立大学教授　伊藤 嘉余子 氏

コーディネーターの皆さんは、家族、地域のつながりの希薄化、相互扶助の弱体化による孤立・経済困窮・健康
問題に介護や子育てが複雑に絡み合うなどにより、生活課題を抱える住民や世帯に気づかれているでしょう。その
渦中に、子どもや若者たちがいることも…
今年度の実践編は、子どもや若者の育ちに視点をおき、地域で、子どもや若者を、また地域をどのようにエンパワー
し、健やかな育ちをコーディネートするか！学びとヒントを得るプログラムを企画しました。
講師は、研究者でもあり、養育里親として、また地域のインフォーマル活動もされている伊藤嘉余子先生をお招
きしています。
住民皆が活き活きと暮らす地域づくりを目指して是非、受講しましょう。

福島学院大学講師、埼玉大学准教授、大阪府立大学教授等を経て現職。グラスゴー大学客員研究員、博士（社会福祉学）、社会福祉士、保育士、
養育里親　日本子ども家庭福祉学会会長、日本社会福祉学会理事
大阪府 / 大阪市 / 堺市児童福祉審議会等委員、尼崎市 / 奈良市子ども子育て審議会委員、神戸市ファミリーホーム協議会顧問、兵庫県 / 大阪市
児童虐待事案アドバイザー等。社会的擁護（児童養護施設・里親等）のより良い在り方について、研究、活動を展開中。
主な著書：「社会的養護の子どもと措置変更」（2017 年：明石書店）、「子どもを支える家庭養護のための里親ソーシャルワーク」（2020 年：
ミネルヴァ書房）他。

□近年の子ども・若者の育ちと家族の課題

□家庭福祉×地域福祉の重要性

□権利擁護と権利侵害を知る

□社会的擁護と地域福祉
内　容▷▷▷

※本研修は横浜市の委託により、特定非営利活動法人よこはま地域福祉研究センターが実施いたします

WEB申込フォーム

https://yresearch-center.jp/r7cp-jissen/
WEB申込フォーム

keapura@yresearch-center.jp
Eメール

〈必要事項〉
1．申込者氏名（ふりがな）
2．所属ケアプラザ名
3．所在地（区）
4．電話番号
5．Eメールアドレス
6．年代（20代／30代／40代／50代／60代以上） 
7．現在の職種
8．コーディネーター経験（　年　カ月）お申込み時点

無料
2/10
2026

火


